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：発振回路装置
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  　 図など

発振回路

超高周波（マイクロ波、ミリ波）帯における発振回路

負性抵抗を示す帯域を広くして使用できる発振周波数の帯域を広くする。

本発明によれば、発振部が所定の周波数から負性抵抗を示すようになり、その負
性抵抗にフラットな領域が存在するので、負性抵抗を示す帯域が広くなり、使用で
きる発振周波数の帯域を広くすることができる。

相互接続された一対のトランジスタ１、２と抵抗１２、２２とコンデンサ１１、２１とで構
成された発振部１００並びにその発振部１００に接続された共振部２００とを主構成
要要素とし、抵抗１２、２２の抵抗値とコンデンサ１１、２１の容量を発振部１００が所
定の周波数帯で負性抵抗となり、その周波数帯より高い周波数帯においてフラット
な負性抵抗を示すように設定されている。


